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■ 地域の沿革と概要

越前市は、福井県のほぼ中央に位置し市の

中央を北陸自動車道、国道８号が通り、関西、

中京圏や、県内福井市、敦賀市等周辺都市の交

通の動脈となっている。対象の白山地区は、市

内西北部の若須岳、金華山麓の 22 の集落から

なる里地里山の風景が広がっている。 

主要産業は農林業で、水稲を中心にスイカ

の栽培が行われ、赤土の土壌条件を生かした

「しらやま西瓜」は高評価を得て産地形成が

されている。 

■ むらづくりの概要

１．地区の特色 

 越前市では地域自治振興条例を制定し、地区

の市民等が身近な課題を自主的に解決し、地区

の個性を生かして自律的に町づくりを行う自治

活動に関する大綱を定め、白山地区では自然環

境の保全、定住し活躍したくなる地域づくりな

ど将来目標を掲げ、コウノトリと自然豊かな里

地里山を活かした地域づくりが進められてき

た。 

また、その美しい里地里山風景から環境省の

「里地里山保全再生モデル地区」や朝日新聞社

と森林文化協会が主催する「にほんの里 100

選」にも選定されている。 

第１図 位置図 

しらやま振興会 

第１表 地区の概要 

事　　項

地区の規模

組織の性格

人口等

　総人口 1,538人

　総世帯数 530戸

農業経営体数  農業経営体数 101経営体

（内訳） 　個人経営体数 93経営体

　団体経営体数 8経営体

　（内、法人経営体数） 6経営体

農用地の状況 　総土地面積 23,070ha

（内訳） 　耕地面積 3,620ha

3,440ha

180ha

15.7%

　田

　 　畑

　耕地率

　一経営体当たり耕地面積

3.0ha

注：農用地の状況は越前市の数値

内　 　容

旧市町村単位の集団等

地縁的な集団等（自治振興組織）



２．むらづくりの基本的特徴 

(1) むらづくりの動機、背景 

越前市では、平成 16 年に地域自治振興条例を

制定し、地区の市民等が身近な課題を自主的に

解決し、地区の個性を生かして自律的にまちづ

くりを行う自治振興会の活動に関する事項の大

綱が定められた。本条例が制定されたことを受

けて、同年に白山地区では「しらやま振興会」

が設立され、活動が始まり、平成 22 年に地域に

２羽のコウノトリが飛来した。地域では、この

飛来の 40 年前にもくちばしの折れたコウノト

リが飛来、保護された経緯があり、コウノトリ

に愛着を感じていたこともあり、コウノトリとともに暮らすむらづくりが進められること

となった。  

 

(2) むらづくりの推進体制 

「しらやま振興会」は平成 16 年に地区民の総意による事業の検討や地域自治振興（まち

づくり）計画を策定し、あわせて地域自治振興計画に基づいて事業を実施する主体的な役割

を担っている。 

ア 当該集団等の組織体制、構成員の状況 

 
イ 他の組織、団体及び行政との関係 

 コウノトリを呼び戻すという地域の将来像を意識し、地域住民が一丸となり、コウノトリ

をはじめとする希少な生物の保全活動や田舎ならではの自然体験、農業体験を通じた都市

住民との交流を行う多様な団体と連携したむらづくりが展開されている。 

写真１ 白山地区全景  

第２図 むらづくり推進体制図① 
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■ むらづくりの特色と優秀性 
１．むらづくりの性格 

平成 16 年に制定した地域自治振興条例に基づいた活動を続ける中で、平成 22 年に２羽

のコウノトリが飛来した。そのコウノトリに地域住民は、40 年前の嘴が折れ保護されたコ

ウノトリの姿を重ね将来も守り続けたいと、コウノトリをシンボルとした、「故郷にコウノ

トリを呼び戻す」自然豊かな里地里山を活かすむらづくりがスタートした。 

 

２．農業生産面における特徴 

(1) 農業生産、流通面の取組 

コウノトリのえさ場となる無農薬無化学肥料等の

米づくりに取り組むため、地元農業者有志とＪＡが連

携して「コウノトリ呼び戻す農法部会」を設立。生き

物退避溝の設置や冬水田んぼ、無農薬無化学肥料によ

る自然生態系に配慮した米づくりを実践している。ま

た、福井新聞社と共催して「越前にコウノトリ呼び戻

す田んぼファンクラブ」を設立。地域内外から親子や

企業からの参加者を募集し、無農薬無化学肥料の米づ

くり体験会や地元の伝統料理を継承する活動といっ

た里山の恵みを味わう体験を継続して開催している。 

第３図 むらづくり推進体制図② 

写真２ 越前にコウノトリ呼び

戻す田んぼファンクラブ 

エコ・グリーンツーリズム【水の里しらやま】

しらやま地区の豊かな自然環境と歴史・文化を守り続け、持続可能な集落
づくりを進めていく上で、都市住民との交流による保全活動や販路拡大など
は、地域活性化に不可欠であるため、田舎ならではの農業体験や自然体験
ができる農家民宿などを通して、都市住民との通年的な交流を図る。

越前市

●コウノトリが舞う里づくり構想 （平成23年３月）

越前市はコウノトリを生物多様性や自然再生のシンボルとして位置づけ、里地里
山の自然環境と生物多様性の保全再生を行い、持続可能な社会づくりを通じて、
「生きものと共生する越前市」を目指している。

里地里山の保全活動、環境調和型農業の推進、環境学習などを通じた学びあ
いの推進。

●越前しらやま「SATOYAMAスタジオ」 毎月第４日曜日

白山地区内の旬の情報を、ユーストリーム、ユーチューブにて配信

しらやま振興会

里地里山の豊かな自然や食を活かした魅力あるコンテンツ開発事業等に取り組み、交
流体験、商品サービス等を通して、「ふるさとしらやま」と「消費者の絆」を深め、豊かな農
村コミュニティを形成し、地域活性化を図ることを目的に発足。

・地域資源の調査、評価（自然条件・気候・土質・水質及び人口動態）
・しらやまブランド品の認証、周知、市場拡大
・都市部の消費者との交流
・交流プログラムの研究開発等々

越前しらやま活性化協議会（ Ｈ25 ～ 現在） 農林水産省交付金
Ｈ25～27年度13,628千円

・しらやま西瓜 ・白山だいこん ・純米吟醸酒「かたかた」 ・しらやま漬け
・コウちゃんクッキー ・越前しらやま豚 ・めだかもち米 ・そば粉

●地域自治振興事業 （条例 平成１６年）

越前市は、地区住民が自ら地区の将来像を考え、その実現に向けて地区住
民自らが取り組む「住民主体のまちづくり」を実現するために、各地区に振興会
を設け、地区内の意見や課題を幅広く収集し、地区民の総意を持って事業の検
討や地域自治振興（まちづくり）計画の策定を行っている。

・ふるさとふれあい部 ・福祉健康部 ・自然環境部 （いきいき里山部）
・しらやまっ子育成部 ・安全防災部 ・広報部

情報発信

しらやまファンクラブ
しらやま大使

コウノトリ
しらやまファンクラブ

地区外ファン

コウノトリを愛する地区内外ファン

地区の魅力や情報をＰＲする
ことのできる地区外ファン

公民館地区区長会 各種団体等

①コウノトリが舞い降りる里作りによる自然環境の保全とそれを支える人づくり
②若者が住みたくなる地域づくり
③心も身体も健康なしらやまっ子をそだてるまちづくり
④地区民全員参加の安全・安心な地域づくり
⑤都市居住者との交流とＵＩ【結い】ターンの促進

米プロジェクトチーム

しらやまブランド認証制度

◎ 広報班・・・・・・・事業広報
◎ 農家民宿班・・・農家民宿家庭の発掘（H30現在：10軒)
◎ 自然体験班・・・ほたるカフェ・しらやま冬ものがたり

ザリガニ釣り・コウノトリ見学ガイド ほか
◎ 販売促進班・・・白山さんち営業・軽トラ市

しらやまキッチン(仕出し弁当・オードブル等)

越前しらやま米の販売

● 販路拡大活動(東京)
「青空市場」行幸マルシェ（丸の内 行幸地下通路）
「惣菜」 ※和食店（銀座8-7-2）

●しらやま米ＰＲ用シール・タグ・パンフレット製作
●しらやま米３０㌔米袋製作検討中

H29北陸農政局
「ディスカバー農山漁村の宝」優良事例選定14地区 受賞

（平成１６年２月２８日）

（平成27年）



(2) 生産力の向上、生産の組織化、生産・流通基盤の整備等の取組 

地区の自然豊かで美味しい食材に着目した「越前しらやまブランド」認証制度を創設し、

米やスイカ、加工品を独自に認証、首都圏の料理店への米の販売を行っている。「越前しら

やまブランド」の代表的な商品である純米吟醸酒「かたかた」は、地元越前市の酒造メーカ

ーと連携し、地区の農事組合法人が栽培した無農薬無化学肥料の酒米で造られた清酒であ

る。山から湧き出る清らかな山水で栽培し、カエルやメダカといった多様な生物と共生しな

がら栽培された完全無農薬の酒米を使用した清酒は全国でも珍しく、地区をＰＲする素材

となっている。 

令和６年春の北陸新幹線越前たけふ駅開業に先駆け、令和５年１月に越前市内に初めて

ワイナリーが開業した。ワイナリーでは、白山地区で栽培（1.3ha）されたカベルネ・ソー

ヴィニヨンやシャルドネ等の欧州系の品種を中心に十二種類のブドウを使用し、販売する

予定で、振興会はワイナリーの相談を受けるなど構想実現の助言者となっている。 

 

 

 

 

 

 

(3) 経営の改善、後継者の育成・確保、女性の経営参画の促進状況 

古民家を改修しオープンした「白山さんち」では、調理スタ

ッフ（女性）がレストラン・カフェを営業するかたわらで弁当

を販売し収益を上げており、地区の雇用の創出に寄与してい

る。また農産物直売市「青空マルシェ」を定期的に開催し、地

区内外の利用者に農産物を提供している。その中では地元の

中学生が栽培したスイカの販売も行い、「しらやま西瓜」の後

継者育成、食農教育の役割も担っている 

 

  

写真３ 越前しらやまブランド認証  写真４ ワイナリー  

写真５ しらやま西瓜  



３．生活・環境整備面における特徴 

(1) 生活・環境整備面の取組について 

遊歩道などグリーンツーリズムのコース整備のほか、生き物退避溝の設置などコ

ウノトリを呼び戻す水田の環境整備を行っている。 

 
(2) 生活条件の改善・整備、コミュニティ活動の強化、都市住民との交流等 

しらやま振興会独自の Web サイトや YouTube チャンネルを開設し、自然および食と農を

通じた豊かな暮らしの提案やこだわりの農産物などの地域の魅力を国内外に発信している。 
また、越前しらやま活性化協議会は「コウノトリしらやまファンクラブ」を開設し、コウ

ノトリを愛する地区内外のファンに向けて白山地区のイベント等を情報発信することで、

交流を実現している。 
レストラン「白山さんち」では、令和４年に農家民宿を開業し、地区内外の交流の場とし

て重要な拠点となっている。 
高齢者支援として、「サポートしらやま」および「地域福祉支援協議会」と連携して家事

支援や自動車による病院や買い物送迎を実施している。子育て世代の支援としては、「しら

やま学童クラブ」と連携して、市街に働きに出る両親のいる学童を地域の大人がお世話をす

る、しらやま学童保育事業に取り組んでいる。 

 
 
 
 
 
 

 
(3) 地域への定住促進、女性の社会参画の促進 

「白山さんち」の整備により、地域女性が農産物の販

売、レストラン・カフェの営業に加えて土産品や手工芸

品の販売を行うなど、女性の活躍の場が創出された。 

また、しらやま振興会では平成 29 年に空き家調査を

実施し、移住者に住居を斡旋するなど定住化支援に取り

組んでいる。 

 

写真６ YouTube チャンネル

による発信  

写真７ しらやま学童保育  

写真８ 地域活動拠点としている

白山さんち  




